
2/26（金）に能美町の中町公民館で「広島県被災者生活

サポートボランティアコーディネーター養成研修」が開催

されました。講師に日野ボラネットの山下弘彦さんを迎え，

近年多発する大規模災害発生時におけるボランティアの必

要性や役割から，そのボランティアと被災者をつなぐ「災

害ボランティアセンター」の運営について，山下さんの実

体験等を踏まえながら貴重なお話を聞くことができまし

た。

また,後半に実施されたシミュレーションにおいては，混

乱する現場では「誰のため，何のための災害ボランティア

センターなのか？」という部分が忘れがちになってしまう

ことを実感させられました。一番大切なことは「目の前の

被災者に寄り添うこと！」。忘れないようにしたいです。



このサロンでは「座布団を並べる係り」「配膳係り」「ちらし

寿司に飾りつけをする係り」「料理をする係り」「飲み物をもっ

てくる係り」などなど，参加されるみなさんが自然にそれぞれ

の役をもってらっしゃいます。そこに「サロン」は「みんなの

もの」という気持ちが込められているように感じました。

ふれあいいきいきサロンが目指すひとつのカタチ「誰もが，

気兼ねなく参加できるサロン」。その答えはここにあるのでは

ないでしょうか？

楽しみにしていたサロンなのに，なんと外は季節はずれのみぞれ！

先に会場に来ていた世話人グループさん達は「今日は，足元が悪いか

ら誰も来れんかね～？」と，不安そうに外を眺めていました。

ただ待っているのも退屈なのでトランプをしていると，1 人，2

人・・・と人が集まってきて，段々と賑やかになってきました！

「腹ごしらえしたら，輪投げやるよ！」「景品もあるからがんばっ

て！！」と，一息ついたところで輪投げゲームのスタートです。高得

点が入るように“祈りの舞”（笑）をささげたり，投げ方を工夫して

みたりと大盛り上がり。

外は寒々と雪やみぞれが降ってい

ましたが，対照的にサロン会場は笑

いがいっぱいでとっても

暖かでした。



こんにちは

江田島市障害者生活支援センター
からのお知らせで～す！

「ハートくん」 「ハッピーちゃん」

社会生活力を高める講座 講演会を終えて

3 月 13 日(土)に愛知淑徳大学より谷口明広先生をお招きして先生の経験を通じて，自立しして生きると

いう事はどういうことか講演会を開催しました。御自身も身体障害者である先生の経験を通じて自立とは，

自分らしく生きるとはをユーモアの中にも真髄をつくお話を聞きました。多くの方に聴いていただきたいお

話でした。少しご紹介します。

『自立とは，自分で自分の人生を思うように「わがままに」決める。だって，他人は自分が思うようには

きっちりできない。…だから，私の人生は楽しいでっせ～。』『親子関係…親が良かれと思ってやっている事

が本当に子どもにとって良いのか？ 昔，パーマかけたかったのに，床屋に行ってお願いすると，お店の人

は母親に確認して，母親は却下した。本人の気持ちって…。大人になってパーマかけましたよ（笑）』

これを機会に，障害のある方の生活について考えるきっかけとなったのではと思います。

また，今回の講演会には「要約筆記」をお願いしました。

要約筆記は御存じですか？

要約筆記（ようやくひっき）とは、聴覚障害者（とりわけ中途失聴者など、第 1 言語を手話としない方向け）への 情

報保障手段の一つで、話している内容を要約し、文字として伝えることをいいます。

３月の障害者生活支援センター予定表

※参加を希望される方や，お問い合わせは下記までご連絡下さい。

日 時 行 事 開催場所

10 日(土)10 時～15 時 ぴあサポートサロン ゆうゆう(自立支援センターあおぞら)

自分の人生思うように

わがままにっ!

私の人生楽しいでっせ～！




